
 

 

 

 

 

 

 

PG1-12 事例検討のスーパービジョンⅠ（演習） 

PG1-18 事例検討のスーパービジョンⅡ（演習） 

 

 

 

 

 更新研修標準カリキュラムにおける「事例検討のスーパービジョン」について、Ⅰは映像による

講義および演習モデルの提示、ⅡはＺｏｏｍによる演習による実際の科目を体験を行う。 

 

 

 

           【講師】 

            社会福祉法人けやきの郷 

            事業本部長 菊本 圭一 
 

           【映像出演】 

            社会福祉法人蒼渓会 

            理事長 有野 哲章 
 

            社会福祉法人本庄ひまわり福祉会 

            支援員 石井 真衣子 
 

            社会福祉法人鶴ヶ島市社会福祉協議会鶴ヶ島市生活サポートセンター 

            主事 小椋 美穂 
 

            社会福祉法人星谷会 星谷学園 

            総合施設長 河原 雄一 
 

            社会福祉法人唐池学園 マーレ貴志園 

            地域支援課長 塩田 友紀 
 

            社会福祉法人昴 経営企画室 

            室長 町田 尚広 



Keiichi Kikumoto
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※情報は少なくて良い

何回目
今回は
記入不要 提出者名

（仮名）

年齢 性別 障害名

エコマップ

提出理由 （支援者自身が困っていること）

本人の生活に対するイメージ 本人の言葉や行動

（オンラインでない場合、手書き可） （オンラインでない場合、手書き可）

GSV報告様式（バイジーによる問題）
201　　年　　　月　　日

似ている芸能人やニックネームなど

家族構成（ジェノグラム）

興味・関心／向上心

空欄でも可。
事実として書けることがあれば記載する

空欄でも可。
事実として書けることがあれば記載する

「私が〇〇に困っている」「私が〇〇さんの支援方針がわからない」「私がアセスメントができない」など、一人
称で具体的に記載する。

できるだけ本人の言葉で書く。表情や態度、具体的で事実を記載。支援者の予測はできるだけ排除する。本
人の訴えがない場合は、「ない」と記入。ただし、家族や周辺の想いや期待があれば参考意見として記入。
（児童事例も同様）

経過と現状（概要）

できるだけ簡潔にわかりやすく記載。出会った経過や現在の状況（暮らしぶり）を記載し、過去にできていた
ことや現在の興味、好きなことなど、個人や環境のストレングスなども意識しながら、当事者を他者に紹介す
るように記載する。
具体的には、「人柄」「暮らしぶり」など自分の友人を他者に紹介するイメージ。

ス
ト
レ
ン
グ
ス

性格・人柄／個人的特性 才能・素質

空欄でも可。
事実として書けることがあれば記載する

空欄でも可。
事実として書けることがあれば記載する

環境のストレングス

●自分自身が困っていたり、悩んでいること、他者

の

意見を聞きたいことなどがある利用者を選定し、

本

様式を作成する。

●情報は少なくてよい。

・Ａ４１枚以内とし、フォントの種類・大きさをはじめ

レイアウトは変更しないこと。

●本研修においては、個人が特定されないよう事

例

化して記載すること。


